
山本 陶秀 

YAMAMOTO Toshu 

1906 岡山県和気郡伊部村伊部（現・備前市伊部）に生まれる（本名 政雄） 

1919 伊部尋常高等小学校卒業 

1921 伊部の窯元黄薇堂の見習いとして陶芸の道へ入る 

1923 窯元桃渓堂に移り、本格的に作陶活動を開始 

   この頃「楽友」と名のる 

1933 伊部に築窯し独立 雅号「陶秀」とする 

1938 京都の楠部彌弌に師事、以後も指導を受ける 

1939 第 6回中国四国九県連合工芸展優良賞（同’41） 

1943 軍需省嘱託として南方向けの食器をつくる 

1948 備前焼の技術保存資格者（丸技）に指定 

1951 イサム=ノグチ、北大路魯山人が伊部来訪、交遊する 

1954 岡山県指定重要無形文化財保持者に認定される 

1955 第 2回日本伝統工芸展初入選 

1959 日本工芸会正会員となる 

   ブリュッセル万国博覧会グランプリ（金賞） 

1965 岡山県陶磁器指導所（現・備前陶芸センター）の嘱託講師となり、後進の指導にあた 

   る 

1970 日本工芸会東中国支部（現・中国支部）幹事長及び日本工芸会理事に就任 

1972 第 24 回岡山県文化賞 

1975 山陽新聞（文化功労）賞 

   第 8 回岡山県三木記念文化賞 

1976 紫綬褒章受章  

1987 国指定重要無形文化財保持者に認定される 

1991 備前市名誉市民となる 

1994 逝去 


